
▲資源ごみの分別作業を行う資源化センター

▲都市型農業の性格を有する海老名の農業

▲公共工事を安心してできるような
　制度創設を

悲
願
の
停
車
実
現
に
向
け

　
　
　
署
名
活
動
展
開
中

公
明
党
　
鈴
木
　
輝
男

専
任
相
談
員
の
配
置

　
　
　
　
　
　
　
を
望
む

無
会
派
　
奥
村
　
正
憲

農
業
拠
点
複
合
施
設

　
　
　
今
後
の
方
向
性
は

海
政
会
　
森
田
　
完
一

仮
称・海
老
名
市
下
請
業
者

　
救
済
保
証
制
度
創
設
を

共
産
党
　
重
田
　
保
明

南
部
拠
点
の
早
期
整
備

　
　
　
　
　
　
　
を
望
む

新
政
海
ク
ラ
ブ
　
市
川
　
敏
彦
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地
震
対
策
に
助
成
を

市
政
ク
ラ
ブ
　
坂
本
　
俊
六

資
源
ゴ
ミ
の
回
収
業
務
等

　
　
　
は
適
切
な
契
約
か

新
政
海
ク
ラ
ブ
　
鶴
指
　
眞
澄

　
問
：
悲
願
で
あ
っ
た
小
田
急

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
海
老
名
駅
停

車
に
向
け
た
活
動
が
「
海
老
名

発
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
実
現
市
民
会

議
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
こ
と

を
契
機
に
活
発
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
海

老
名
駅
停
車
に
つ
い
て
小
田
急

電
鉄
側
の
言
動
と
、
20
万
人
署

名
の
活
動
の
現
状
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
答
（
市
長
）
：
ロ
マ
ン
ス
カ

ー
の
海
老
名
駅
停
車
実
現
は
、

市
民
の
み
な
ら
ず
海
老
名
駅
を

利
用
す
る
周
辺
都
市
住
民
の
悲

願
で
あ
り
ま
す
。
小
田
急
社
内

の
会
議
お
い
て
、
度
々
議
題
に

上
が
っ
て
、
ダ
イ
ヤ
編
成
や
乗

降
客
数
に
課
題
が
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
20
数
年

来
の
要
望
活
動
は
、
他
の
都
市

と
は
違
う
と
の
認
識
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
答
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）
：

署
名
活
動
は
海
老
名
発
ロ
マ
ン

ス
カ
ー
実
現
市
民
会
議
に
参
加

し
て
い
る
団
体
や
国
の
緊
急
雇

用
対
策
事
業
を
活
用
し
た
中
で

雇
用
し
た
臨
時
職
員
が
、
街
頭

や
市
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

出
向
き
、
鋭
意
活
動
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　
問
：
異
動
に
よ
り
数
年
で
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
替
わ
っ
て
し
ま
う

現
状
が
あ
り
ま
す
。
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
の
変
更
は
、
利
用
者
に

と
っ
て
不
安
や
精
神
的
負
担
が

大
き
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

異
動
の
な
い
専
門
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
答
（
市
長
）
：
人
事
異
動
は

業
務
の
固
定
化
や
士
気
低
下
の

防
止
、
人
材
の
育
成
活
用
を
図

る
等
の
観
点
か
ら
定
期
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
異
動

に
際
し
て
は
業
務
の
継
続
性
を

確
保
し
つ
つ
組
織
活
力
の
維
持

を
図
り
、
業
務
に
支
障
が
な
い

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
の
で
、

専
門
職
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
配

置
は
必
要
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
答
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
：

相
談
・
援
助
等
の
業
務
は
「
社

会
福
祉
法
」
に
定
め
る
社
会
福

祉
主
事
、「
社
会
福
祉
士
及
び

介
護
福
祉
士
法
」
に
定
め
る
社

会
福
祉
士
の
資
格
を
も
つ
職
員

が
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
研
修

会
や
講
演
会
に
積
極
的
に
参
加

し
知
識
経
験
の
向
上
を
図
っ
て

お
り
、
現
状
の
中
で
十
分
対
応

可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
：
国
は
、
地
震
防
災
戦
略

を
定
め
、
住
宅
の
耐
震
化
の
促

進
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
現

在
、
簡
易
診
断
へ
の
補
助
金
は

２
万
円
、
一
般
診
断
へ
の
補
助

金
は
５
万
円
、
耐
震
補
強
工
事

へ
の
補
助
金
は
50
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
木
造
住
宅
の
耐
震

補
強
工
事
を
し
た
場
合
、
一
般

的
に
は
、
170
万
円
以
上
掛
か
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
家
屋

に
住
ま
れ
て
い
る
方
は
、
高
齢

者
も
多
く
、
年
金
暮
ら
し
の
方

も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
資
金

繰
り
に
め
ど
が
立
た
ず
、
工
事

を
ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
れ
て
い
る
方

に
対
し
て
、
工
事
費
の
約
半
額

に
あ
た
る
80
万
円
の
補
助
を
す

る
と
か
、
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー

ジ
を
採
用
、
資
金
貸
付
制
度
等

を
つ
く
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
答
（
市
長
）
：
近
年
で
は
16

年
と
19
年
に
発
生
し
た
新
潟
県

中
越
地
域
で
の
地
震
、
20
年
の

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生

し
て
お
り
、
８
月
11
日
に
は
、

静
岡
県
の
駿
河
湾
を
震
源
と
し

た
地
震
も
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
市
民
の
間
で
大
規
模
地
震

に
対
す
る
警
戒
感
が
強
ま
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
木
造
住

宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め

の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事

へ
の
補
助
事
業
を
18
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
21

年
４
月
に
は
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
の
促
進
を
図
り
建
築

物
の
安
全
性
を
向
上
す
る
こ
と

を
目
的
に
「
海
老
名
市
耐
震
改

修
促
進
計
画
」
を
策
定
し
建
築

物
の
耐
震
化
に
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
：
農
業
振
興
プ
ラ
ン
で
、

農
業
拠
点
複
合
施
設
の
整
備
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
総
合

計
画
実
施
計
画
の
年
度
内
に
は

整
備
が
難
し
い
と
の
こ
と
で

す
。
21
年
度
の
事
務
事
業
評
価

に
お
い
て
も
、
こ
の
事
業
は
、

目
的
と
手
段
の
す
れ
違
い
が
あ

る
と
い
う
厳
し
い
評
価
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
整
備

方
針
を
伺
い
ま
す
。

　
答
（
市
長
）
：
都
市
の
豊
か

さ
に
は
、
農
業
の
持
つ
多
面
的

な
機
能
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
答
（
経
済
環
境
部
長
）
：
農

業
拠
点
複
合
施
設
が
担
う
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

事
業
は
、
市
民
農
園
等
栽
培
技

術
研
修
講
座
事
業
、
農
業
技

術
・
農
業
経
営
研
修
会
事
業
、

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
事

業
な
ど
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
一
部
は
事
業
と
し
て
す
で
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
農
作
業
の

集
約
化
と
農
地
の
集
団
化
を
図

る
た
め
、
現
在
、
新
た
に
地
域

営
農
集
団
の
組
織
化
を
目
指
し

て
、
一
部
の
農
業
組
織
に
働
き

か
け
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
営

農
集
団
の
設
立
が
で
き
れ
ば
、

そ
の
活
動
拠
点
と
し
て
施
設
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
問
：
市
内
南
部
地
域
の
拠
点

と
な
る
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
社
家
駅
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
社
家
駅
に

は
駅
前
広
場
も
路
線
バ
ス
も
な

い
た
め
、
駅
へ
の
交
通
手
段
と

し
て
は
徒
歩
、
自
転
車
、
自
動

車
に
よ
る
送
迎
と
な
り
ま
す

が
、
ア
ク
セ
ス
路
で
あ
る
市
道

110
号
線
側
の
入
口
は
狭
い
た

め
、
交
通
事
故
の
危
険
性
が
大

き
い
状
態
で
す
。
解
消
す
る
に

は
駅
前
広
場
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
整
備
の
見
通
し
を
伺
い

ま
す
。

　
答
（
市
長
）
：
ご
指
摘
の
と

お
り
社
家
駅
前
に
は
広
場
が
あ

り
ま
せ
ん
。
社
家
駅
は
南
部
地

域
の
拠
点
に
な
る
適
地
と
考
え

て
い
る
た
め
、
21
年
度
に
測
量

お
よ
び
施
設
整
備
検
討
調
査
を

実
施
し
、
22
年
度
か
ら
用
地
買

収
に
取
り
か
か
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
問
：
中
学
校
や
高
校
の
各
種

競
技
大
会
な
ど
が
海
老
名
運
動

公
園
で
開
催
さ
れ
る
際
に
、
厚

木
駅
か
ら
徒
歩
で
運
動
公
園
に

向
か
う
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
せ
め
て
、
土
日
だ
け
で
も

バ
ス
を
運
行
で
き
な
い
も
の

か
、
バ
ス
会
社
と
交
渉
し
て
い

く
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
答
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）
：

現
在
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
海
老
名
運
動
公
園
へ
行
く

に
は
一
般
的
に
厚
木
駅
か
ら
徒

歩
で
行
く
方
法
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
採
算
性
に
問
題
が
あ
っ
た

と
の
理
由
に
よ
り
運
行
は
取
り

や
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
路
線

認
可
は
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
粘
り
強
く
交
渉
を

続
け
、
運
行
し
て
い
た
だ
く
よ

う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
問
：
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

ご
み
は
、
可
燃
ご
み
（
燃
や
せ

る
ご
み
と
生
ご
み
）
と
資
源
ご

み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
カ
ン
・

ビ
ン
・
紙
・
布
・
不
燃
ご
み

等
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち

可
燃
ご
み
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

市
が
直
接
回
収
し
、
そ
れ
以
外

の
資
源
ご
み
の
回
収
と
分
別
業

務
は
、
海
老
名
市
資
源
協
同
組

合
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
こ
の

組
合
に
加
入
し
て
い
る
業
者
は

６
社
で
、
未
加
入
業
者
は
９
社

あ
り
ま
す
。
未
加
入
業
者
は
容

易
に
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
状
況
で
す
。
市
は
、

長
年
に
わ
た
り
随
意
契
約
で
、

資
源
協
同
組
合
に
業
務
を
委
託

し
て
い
ま
す
が
、
公
共
事
業
の

透
明
性
・
公
正
性
・
競
争
性
の

確
保
や
地
域
経
済
の
活
性
化
等

の
観
点
か
ら
適
切
な
業
務
執
行

な
の
か
伺
い
ま
す
。

　
答
（
市
長
）
：
海
老
名
市
資

源
協
同
組
合
と
の
業
務
委
託
契

約
は
、
地
方
自
治
法
、
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
適
正
に
執
行
し

て
い
ま
す
。

　
答
（
経
済
環
境
部
長
）
：
地

方
自
治
法
は
、
私
法
上
の
契
約

に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
一

般
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
る
べ

き
こ
と
、
政
令
に
該
当
す
る
場

合
に
限
り
、
随
意
契
約
等
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て

い
ま
す
。
廃
棄
物
処
理
法
に
定

め
る
、
一
般
廃
棄
物
の
収
集
、

運
搬
ま
た
は
処
分
を
市
町
村
以

外
の
者
に
委
託
す
る
行
為
は
、

公
法
上
の
契
約
で
、
組
合
は
同

法
の
受
託
者
要
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
等
か
ら
、
当
該
委
託

は
、
適
正
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
：
市
の
公
共
工
事
を
受
託

し
た
元
請
業
者
の
倒
産
に
よ
る

下
請
業
者
の
救
済
策
に
つ
い
て

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
市
長
は
元
請

業
者
と
下
請
け
業
者
の
契
約
は

市
が
介
入
す
べ
き
で
な
い
こ
と

か
ら
、
連
鎖
倒
産
を
防
ぐ
た

め
、
地
域
建
設
業
経
営
強
化
融

資
制
度
な
ど
の
制
度
周
知
を
図

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
、
元
請
業
者
の
倒
産
で
工
事

代
金
が
払
わ
れ
ず
所
在
が
不
明

に
な
っ
た
場
合
の
救
済
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
市
の
公
共
工
事
に

対
し
下
請
業
者
が
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
る
よ
う
「
仮
称
・
海

老
名
市
下
請
業
者
救
済
保
証
制

度
」
を
創
設
で
き
な
い
か
伺
い

ま
す
。

　
答
（
市
長
）
：
下
請
業
者
は

元
請
業
者
と
の
民
民
の
契
約
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
が
介
入
で

き
な
い
た
め
、
下
請
業
者
が
不

利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う

制
度
化
さ
れ
た
も
の
を
事
業
者

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　
答
（
総
務
部
長
）
：
元
請
業

者
の
倒
産
に
よ
り
下
請
業
者
が

代
金
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
る

民
間
保
険
の
創
設
に
つ
い
て
、

保
険
会
社
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
る
た
め
新

設
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。


